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石川勝利コレクションより

　
昨
年
、
東
松
山
市
在
住
の
石
川

尚
子
さ
ん
か
ら
、
夫
の
勝か
つ
と
し利
さ
ん

が
収
集
さ
れ
て
い
た
作
品
の
う

ち
、
越
生
に
ゆ
か
り
の
あ
る
６
点

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　①
七
言
絶
句（
渋し
ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

沢
栄
一
筆
）

　〈
本
紙
〉
縦
１
３
４
cm
、
横

３
３
cm
。【
印
章
】「
晩
香
／
書
屋
」、

「
澁
沢
／
栄
一
」、「
青
淵
／
釣
夫
」。

〈
銘
文
〉
維
新
偉
績
覓
無
痕
／
抉

剔
相
穿
未
探
玄
／
公
儀
與
論
知
何

用
／
千
秋
誰
慰
大
冤
魂
／
青
淵
録

旧
作
。
※
渋
沢
栄
一（
１
８
４
０

〜
１
９
３
１
）
は
榛は
ん
ざ
わ
ぐ
ん

沢
郡
血ち
あ
ら
い洗
島じ
ま

村（
現
深
谷
市
）
出
身
の
実
業
家
。

雅
号
は
青せ
い
え
ん淵
。
黒
山
で
自
害
し
た

振し
ん
ぶ
ぐ
ん

武
軍
兵
士
・
渋
沢
平
九
郎
の
従

兄
弟
で
養
父
。

　②
書
画（
大お
お
の
よ
し
た
ろ
う

野
嘉
太
郎
筆
）

　〈
本
紙
〉
縦
１
３
２
cm
、
横

５
０
cm
。【
印
章
】「
春
風
影
裏
／

斬
電
光
」、「
鐡
人
」、「
大
野
／
之

印
」、「
山
岡
／
遺
門
」。〈
銘
文
〉

霊
場
乃の

名
磐は

高
山
乃の

峰
賡
き
樹
々

磐は

茂
り
天て

／
黒
山
尓に

響
く
や
瀧
乃の

霊
水
と
佛
の
誓
い
と
深
可か

き
／
龍

穏
禅
寺
乃の

浄
水
登と

併
せ
流
る
ゝ
越

邊
川
岩
尓に

碎
け
天て

／
玉
と
散
り
杭

尓に

せ
可か

れ
天て

瀬
と
変
り
恐
懼
悲
哀

尓に

曲
折
し
／
与よ

し
や
飛
沫
と
散
る

ま
て
も
末
磐は

千
尋
乃の

海
と
為
り
万

里
尓に

船
越を

浮
可か

免め

弊へ

き
抱
魚
大
満

乃の

里
過
き
天て

小
杉
の
杜
乃の

影
照
ら

須す

／
新
月
ヶ
瀬
乃の

梅
林
清
ら
に
浸

須す

水
鏡
移
り
行
く
世
尓に

弊へ

津つ

ら
／

は
須す

益
清
く
澄
み
の
え
乃の

茲こ
こ

に
長

閑
越を

淀
み
つ
ゝ
花
の
香
乗
せ
天て

／

ゆ
る
や
可か

尓に

侭
尓に

成
瀬
乃の

其
岸
尓に

津
久
根
乃の

春
そ
麗
ら
希け

き
／
越
邊

川
乃
上
流
を
讃
し
亭て

戊
辰
乃の

春
鐡

の
家
鐡
人
。

　③『
越
生
美
談
　山
吹
の
里
』

　
〈
寸
法
〉
縦
２
３
cm
、
横

１
０
．
５
cm
。〈
概
要
〉
昭
和
９

年（
１
９
３
４
）
発
行
。
太
田
道

灌
の
山
吹
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
説
経
節「
真
蹟
　
山
吹
乃
里
」

（
大
野
鐵
人
作
詞
、
若
松
國
若
太

夫
作
曲
）
を
書
籍
化
し
た
も
の
。

※
大
野
嘉
太
郎（
１
８
７
１
〜

１
９
６
４
）は
秩
父
郡
北
川
村（
現

飯
能
市
）
出
身
。
初
代
若わ
か
ま
つ松
若わ
か
た太

夫ゆ
う

に
就
き
、
鐵
人（
鉄
人
）、
若
松

國
若
太
夫
と
名
乗
っ
て「
飯
能
の

嵐
　
渋
沢
平
九
郎
自
刃
の
段
」
な

ど
の
説

せ
っ
き
ょ
う
ぶ
し

経
節
の
台
本
を
書
い
た
。

　④
山
水
画（
松ま
つ
の
じ
と
く

野
自
得
筆
）

　〈
本
紙
〉
縦
１
２
８
cm
、
横

３
０
．５
cm
。【
印
章
】「
自
得
」。〈
銘

文
〉
夏
雲
多
奇
峰
／
自
得
山
人
。

　⑤
山
水
画

　〈
本
紙
〉
縦
１
３
５
cm
、
横

２
３
．
７
cm
。【
印
章
】「
人
生
至

樂
」、「
自
得
」。〈
銘
文
〉
雲
開

見
山
高
／
木
藤
風
村
動
／
亭
下

不
通
人
／
夕
場
淡
秋
影
／
自
得

散
人
。
※
松
野
自
得（
１
８
９
０

〜
１
９
７
５
）
は
群
馬
県
邑お
う
ら楽

郡ぐ
ん
た
て
ば
や
し

館
林
町（
現
館
林
市
）
出
身
の

僧
侶
、
書
家
、
俳
人
。
黒
山
の

全ぜ
ん
と
う
い
ん

洞
院
住
職
を
勤
め
、
境
内
に
句

碑
が
あ
る
。

　⑥
花
鳥
図（
児こ
だ
ま
へ
き
よ
う

玉
碧
洋
筆
）

　〈
本
紙
〉
縦
１
３
３
cm
、
横

５
２
．
５
cm
。【
印
章
】「
児
玉
／

□
□
」、「
碧
洋
」。
※
児
玉
碧
洋

に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
。
昭
和

43
年
発
行
・
奥
富
由
雄
著『
郷
土

百
年
』
に
よ
れ
ば
、
碧
洋
は
越
生

の
人
で
は
な
く
、
大
正
中
頃
か

ら
昭
和
10
年
頃
ま
で
西
和
田
の

興こ
う
ぜ
ん
じ

禅
寺
に
住
み
、
の
ち
に
霽せ
い
う
ん雲
と

名
乗
っ
た
。
当
時
、
碧
洋
の
画
は

「
町
中
に
随
分
見
へ
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

④、⑤山水画（松野自得筆）　　⑥花鳥図（児玉碧洋筆）

①七言絶句（渋沢栄一筆）	 ②書画（大野嘉太郎筆）

②	 	 　　　　①

③

③『越生美談　山吹の里』（大野嘉太郎作）
⑥	 　　　　　　　　⑤	 　	 　④
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Pick up

おごせ教育　越
生
町
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
・
協
働
し
た
取
組
を
一
層
推
進
さ

せ
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
９
年
間
の
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
行

い
、
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
、
重

点
を
置
い
て
主
に
取
り
組
む
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。

１
　確
か
な
学
力
の
育
成
（
知
）

　越
生
町
で
は
、
越
生
町
な
ら
で
は
の
特

色
を
生
か
し
、
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
』
の
実
現
に
向
け
た
授
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

⑴
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
展
開 

  

児
童
生
徒
が
自
分
の
課
題
に
合
わ
せ
て

令
和
六
年
度

　越
生
町
の
教
育
活
動

学
習
で
き
る
ド
リ
ル
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
効
果
的
に
活
用
し
た
多
様
な
授
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生

徒
の
学
び
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
が
行
え
る
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

⑵
外
国
語
教
育
の
更
な
る
充
実

　英
検
等
、
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
受
験

料
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
人
英
語
助
手
）
を
各
校
に
常

駐
配
置
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
海
外

の
学
校
と
交
流
を
し
た
り
し
て
、
更
な

る
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑶
少
人
数
学
級
編
制
の
継
続

　越
生
町
で
は
、
町
費
負
担
の
教
員
を

配
置
し
、
独
自
の
少
人
数
学
級
編
制
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
や
少
人
数
指
導
に
よ
る
、
個
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

        

　

２
　豊
か
な
心
の
育
成
（
徳
）  

　

　特
別
の
教
科
道
徳
を
中
心
に
据
え
、
全

て
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
、
道
徳
教
育
・

人
権
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
さ
わ
や
か
相
談
室
・
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
充
実

  

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
継
続
的

な
生
徒
指
導
を
実
践
し
、
不
登
校
、
い

じ
め
等
の
問
題
を
未
然
防
止
・
早
期
発

見
す
る
た
め
に
、
さ
わ
や
か
相
談
員
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
性

の
高
い
人
材
を
活
用
し
、
教
育
相
談
体

制
を
整
え
ま
す
。

⑵
体
験
活
動
の
充
実

　越
生
町
な
ら
で
は
の
様
々
な
分
野
の
知

識
・
能
力
を
も
っ
た
人
材
や
、
山
林
等

の
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
色

あ
る
体
験
活
動
に
取
り
組
み
、
郷
土
を

愛
す
る
心
や
創
造
力
を
醸
成
し
ま
す
。

⑶
情
報
モ
ラ
ル
教
室
の
充
実

　発
達
の
段
階
に
応
じ
た
情
報
モ
ラ
ル
教

室
を
通
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機

関
が
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
が
適
切

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
で
き
る
力

を
育
む
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

３
　健
や
か
な
体
の
育
成
（
体
）

　越
生
町
で
は
、
全
て
の
活
動
の
源
と
な

る
「
体
力
」
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
学
校
体
育
活
動
の
推
進

　町
の
体
力
向
上
推
進
委
員
会
を
中
心

に
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た

体
系
的
な
学
校
体
育
活
動
の
充
実
を
図

り
、
小
中
連
携
し
た
授
業
改
善
等
を
通

し
て
、
体
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

⑵
生
活
習
慣
の
充
実

　「
家
庭
生
活
・
家
庭
学
習
の
す
す
め
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
学
校
・
家

庭
が
連
携
し
、
運
動
・
食
事
・
睡
眠
な

ど
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や
、
健
康

の
保
持
増
進
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

⑶
食
育
の
充
実

　自
校
給
食
の
特
徴
を
生
か
し
、
地
場

産
食
材
の
使
用
を
進
め
、
学
校
給
食
を

「
生
き
た
教
材
」
と
し
、
「
食
」
に
対

す
る
理
解
や
、
地
域
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　こ
の
他
に
も
、
越
生
小
学
校
と
梅
園
小

学
校
と
の
合
同
行
事
や
合
同
授
業
の
取
組

を
行
い
、
お
互
い
の
よ
さ
を
生
か
し
た
小

小
連
携
を
一
層
推
進
し
、
小
中
学
校
九
年

間
の
一
貫
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。　ま

た
、
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
充
実
さ
せ
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
様
々
な
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　「
子
育
て
と
教
育
の
ま
ち
　越
生
」
を

目
指
し
て
、
令
和
六
年
度
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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